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糸状虫症の皮内反応に関する研究

第1報　犬糸状虫ペプタイド抗原(FPT)による皮内反応とその特異性

長崎大学風土病研究所臨床部(主任:片峰大助教授)
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Studies on Intradermal Test for Filariasis. 1. Specificity of a peptide antigen (FPT)

prepared from Dirofilaria immitis for human filariasis. Osamu YOSHIMURA Clinical Department,

Research Institute of Endemics, Nagasaki University. (Director : Prof. Dr. D. KATAMINE)
l-】-　-

糸状虫のような大きな寄生虫の人体寄生によっても

ー一一種の生物学的反応として免疫現象が成立し得ること

は古くから唱えられている.

糸状虫症の最も確実な診断は,末梢血中に仔虫を検

出するか,特有な臨宋症状を確認することにあるが,

必ずしも容易ではない.

一方多数の研究者によって糸状虫症についての免疫

血清学的研究が行なわれ,この方面から糸状虫症に於

ける症状の発生の磯序を説明し,或いほ患者に抗体を

証明して臨床診断に役立てようとする試みが数多く行

なわれている.

糸状虫症の免疫反応としては,犬糸状虫(Dirofilaria

immitis〕,馬糸状虫(Setaria equina〕,牛糸状虫

(Setaria digitata〕,鼠糸状虫(Litomoユoides carinii〕

及び一部Wuchereria bancroftiの仔虫や,感染幼虫

(岡元∫　片峰),患者尿(田辺〕などを抗原とした皮

内反応,沈降反応,補体結合反応に関する業揖が多数

報告されている.皮内反応では犬糸状虫を抗原に用い

た実験が最も多く　Taliafe訂ro. Hoffman (1930)

をはじめとして, Fairley (1932),文(1940〕, -の

瀬(1942〕,妹尾ら(1943), Bozicevich (1944),

Wright (1944), Zarrow (1946),らの報告があるo

文片峰,吉田〔1952)はバンクロフト糸状虫仔虫を抗

原として用い,田辺(1959)は患者尿を抗原として皮

内反応を行なっている.これらの粗抗原を用いた成

績をみるといづれもある程度の特異性は認められ

ながらもI他の寄生虫との間に輯属反応があったり,

或いは反応が微弱であったりして現在は襲用に供きれ

ていないo最嵐清水(1959),沢田(1962〕らは犬糸状

虫虫俸を各分画にわ机　その抗原性と特異性を追究し

ている.

皮内反応は他の血清反応と異り,実施がきわめて容

易で,集団に用いScreening testとしての利用価

値も高いので,信蘇性の高い抗原の開発は強く望まれ

ている.

著者は,山村･森沢(1959〕の結核菌活性ペプタイ

ド抗原の精製法に準じ,犬串状虫々体よりペブタイド

分国を抽出,精製して皮内反応抗原として応用した.

2.抗　　　原

&).精製法

犬糸状虫自然感染犬より成虫(8 ･苧〕をとり出し

生理的食塩水で数回,最後に蒸溜水で洗淋して減耗で

水分を除去し乳鉢で磨砕する.これにアセトンを加え

て充分に脱脂してアセトンを滴過し,虫体磨砕物ほ櫨

紙のまま減圧状態のデツケーターに保存,乾燥させ

る.抗原の作製に当り,乾燥粉末重量の約7O倍量の

NJIO HClをこれに加え, magnetic stirrerで48時

間撹拝,抽出するo　これを遠心沈澱(3,000回転, 1O

分間〕して上帝をとり, pH 7.0に正確に調整する.

これを遠沈して上清をとり飽和ピクリン酸溶液を等量

加え,一晩室温に静置する.これを遠沈して沈澱物を

集め,これに3%塩酸アルコールを出発量の約25倍量

加えて　magnetic stirrex-で約2時間程度抽出し,

遠沈して上清をとる.次いでこの上清が1/1o畳になる

まで減圧蒸溜を行ない,これにアセトンを注ぐと白色

沈澱物を得る.遠沈して沈澱物を集め,デシケ-ター
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中で乾燥させ,秤量してアンプルに封入し氷室に保存

する｡抗原の収量はタ乾燥粉末の1/100で,生鮮虫体

100個佑より約IOmgの抗原が採取出来る｡ (Tablel)
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h)抗原の理化学的性状

本抗原は灰白色,水◎アルコ-ルに可軌J--テル

由アセ7ソには不溶性である｡本抗原の0.1<溶液

を調整し,次の検査を行なった由　先づ蛋白反応では

Biuret反応, Ninhydrin反応, Xantoprotein反応,

坂口反応は陽性であるが,糖反応は陰性である｡光電

光度計によって紫外部での吸収を見ると,概ね280myu

附近に最大の吸収がみられる. (Fig. 1)
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F噛1 Ultraviolet absorption curve of
FPT antigen.

3.予備実験

a)実働方法

抗原の生物学的活性と皮内反応に用いる抗原濃度,

判定の時間を決定するために予備実験を行なった.

ツベルクリン反応用注射器を用いて抗原液を被検者

の前謄屈側に直径3mmの膨疹ができるように皮内に

注射する.反応陽性例では注射後1-2分頃から次第

に発赤を伴って膨疹は拡大し,中には偽足桂の突起を

出して拡大するものもみられる.稀ではあるが膨疹を

中心として中枢側にのびる線状淋巴管発赤を来す強い

反応を示すものも存在する.判定時の発赤,膨疹の径

を測定し注射直後のそれとの差をもって反応の強さを

表わすことにした.

b)抗原濃度と反応の強さ

非流行地の一般健康者19名と仔虫陽性宕8名を選び

生理的食塩水0.01ml中に夫々,抗原2.or, i.or,

o.5r, o.ir　をふくむ4種の抗原液を作り定内在射彼

｢L5分の膨疹の腫脹差を判定した.

その成績はFig.2　に示したように, i.or以上の濃

of the antigen in same someples.

庶を用いた場合は仔虫陽性者の8名では何れも6m血

以上の強い反応を示し,対照健康者に見られるほとん

ど無反応に近い弱い反応とほ明らかに区別される｡し

かも,仔虫陽性蕃に於ける反応の強さでは, i.or　と

2.Or　との間にはほとんど差異が認められない.抗原

の濃度がo.sr, o.iγと低くなると仔虫陽性者の反応

も次第に弱くなり,腫脹差が3乃至4mm以下のもの

が増加して対照と比べて特異的反応としての識別が次

第に困難となって来る. (Fig. 2Fig. 3)

･･Å古品o.1o
21 o伊4 ①Mf(+]

31毎食　屯oMf(+)

4･向田　o oMr(+;
51o抄旬　oMr(+;
6.　　o

7･曲　　　o　　-　　- ll仙

B･句　　　　　　　　healthy
Remarks : The inner circle represents

wheal, the outside one erythema
and black spots disappearance of
wheal respectively.

Fig, 3　Responses of skin against the
different dilution of FPT antigen.

r

亡)反応の時間的経過

予備実験を行なって強い反応を呈した仔虫保有者6

名についてi.or濃度の抗原を用い注射後5分, lo介

15分, 20分, 25分, 30分, 40分, 50分, 6O分　120分

12時間に反応の大きさを計測し,その逐時的変化を観

察した.

膨疹,発赤径共に時間の経過につ机て拡大するが,

膨疹の大きさ(腫脹差)が最大値を示す時間は, 2例
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は10分接, 3例ほ15分鎮, 1例は20分線であったD　更

に経過をみると, 2例が25丹後, 3例が30分筏, 1例

が6o分後にほ肉眼的に膨疹の境界が不鮮明となり,

120分後では,注射局所に僅かに発赤を残すのみで全

例共,膨疹は殆ど消失した｡

発赤径の大きさの逐時的経過をみると, 2例は5分

乃至10分後, 4例は15分乃至20分段に最高値がみられ

た卓　これによると多少の時間的なずれはあるが反応の

大きさほ注射15分乃至20分後に最大に達し,それ以後

は次第に膨疹o)境界が不鮮明となり, 2時間内外で消

失するe従って爾後の実験にほ抗原濃庶ほ, 0.01ml

中1中Orを軌､, 15分で判定を行なった｡ (Fig. 4)
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R)反応の強さの度数分布曲線

群馬県渋川市一般住民146名,長崎市中央部の中学

生及び一般住民123名,合計269名の非流行地の健康者

群と感染の明らかな仔虫陽性者541名の二つの集団に

ついて反応を行ない,夫々15分彼の腫脹差の大きさに

よる度数分布曲線を措いてみたのがFig. 5である中

非感染群では合計7名に4mm乃至5mmの弱い陽性

税
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Fig. 5　Distribution curves of increase of

wheal diameter by FPT antigen

反応がみられたが,概ね無反応を摂I克として5mm附

近まで低く尾を引く単峰性の据数塑曲線を示す○　この

曲線ほ長崎県の糸状虫症の流行地,南松浦郡新魚目町

で339名について行なった生理的食塩水をもってする

反応の膨疹の示す曲線と略-一致する｡これに反し,仔

虫陽性者群の示す曲線ほこれより反応の大きな側,略

9mm附近に中央値を有するきれいな正規型分布曲線

となるd両群の問には明らかに反応の現われ方に差異

0 10　　20　　　30　　40　　　50　　　60　　　70　　呂o　　90

mm　　　　　　川a‖KM- Of　し･ハTltしN11a

Fig. 6　Distribution curves of the diameter

of erythema by FPT antigenら
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がありI前者の括数塑曲線は非特異反応を,後者の正規

型曲線は特異反応を示すものと考える.腫脹差の大き

さが3-5mm　の間では特異反応と非特異反応が混在

していることが窺われるが,概ね曙脹差が大きくなる

程,特異反応の占める割合が増大する. 6mm　を越え

る強い反応は殆んど特異反応と見供される.一応,

2mm以下を陰性, 3-5mmを疑陽性, 6mm　以上を

陽性として判定すると,非感染群の8.5#は疑陽性と

して残るが,感染者では82.4^が陽性, 14.8#が疑陽

性となる.叉図を見ると非感染群の曲線と仔虫陽性者

の曲線は3mmと4mm　の問で交叉しているので試

みに陰性の限界を4mm未満においてみると,仔虫陽

性者の94.8#,非感染者で2.e　が陽性となり,一部

非特異的反応が含まれるが感染者の大部分を把握する

ことが出来る. (Fig. 5)

これと同様に,発赤の大きさで度数分布曲線を措く

と,全く同様のきれいな二つの曲線が得られ, 20mm

を限界点として判定すると仔虫陽性者の日9.3#,非感

染者の6.7#が陽性反応の中に含まれる｡ (Fig. 6)
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b)膨疹と発赤の関係

反応を行なった仔虫陽性者を含む6oO名について膨

疹と発赤の現われ方の相互関係を検討したo先づ膨疹

の大きさから随伴する発赤の頻度をみると,腫脹差

Omm　では10#, 1mmでは26#, 2mmでは44#,

3mmでは87#, 4mmでは93%と,膨疹が大きく

なるにつれて発赤を伴う率が高くなり, 7mm　を越し

たものでは全例に発赤が見られる.

次に表の横軸に腫脹差を,縦軸に発赤経をとってプ

ロットし,両者の大きさの関係をみたのがFig- 7で

ある.概ね膨疹の大なるものほど,その周りの発赤も

大きく,両者の問にば99%の信蹟限界で正相関の関係

が成立する.判定の規準を発赤2口mm,腫脹差4mm

におくと,仔虫陽性群では両者共陽性とみられるもの

は94.0#,叉非感染群で両者共に陰性のものは91.了

%となる.しかしながら発赤は濃淡の差があり,皮膚

の色調などにより判定に困難を感ずることがある.

(Fig. 7)

o　　　　　　　4

Increase 】rl the diameter of wheal
10　　　　　　15　　　　　　-20　　　　　.25 mm

Fig. 7　Correlation between the increase of diameter of wheal and

erythema by FPT antigen.

°)鞘属反応

非流行地で,蜘虫,鈎虫卵保有者,肺吸虫症,顎口

虫症などの寄生虫性疾患28例,皮膚疾患2例,気管支

惜息,寒冷苛麻疹,ペニシリソアレルギー等のアレル

ギー性疾患5例,計35例に本反応を実施し, 15分段の

膨疹の腫脹差4mm以上を陽性として判定した.

寄生虫性疾患では全例反応は陰性であった.皮膚疾

′乱　アレルギ-性疾患では,気管支唱息の患者に4mm

の弱い陽性反応を呈した蕃が1例認められたのみで,

他はすべて腫脹差3mm以下で反応陰性と判定され

る.一応,本反応には糸状虫以外o)寄生虫との問の類

属反応は認められないと思われる. (Table 2)
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T亀ble2

f7吉ijfl'ience of other helm孟nths　孟nhabited and allergic diseases upon

the i別:radermal reαction by FPT a旭gen i陀the non-e殉demic抑eas.

Groups

Ascarlasis

Ancylostomiasis

As. +　An,

Paragommiasis

Gnathostomiasis

Contact dermatitis

Asthma bronchlale

Congelation urticaria

Penicillin allergy 1

Increase of wheal diameter

(Measurement in mm)

4　　5　　6　　一　-

1　1

1　　　　　1

2

d)流行地に激富サる反応陽性率

(頂)浸淫度と反応陽性寧

日本及び沖縄の糸状虫流行地で, 14の集団全員に夜

間偵血による仔虫0)検索,臨床症状の確認と同時に本

抗原による皮内反応を実施した｡ (Table 3J

全体としてみると被検者総数2,796名の内仔虫保有

者は337名(12.1-#),これに症状のみ有する者を加

えたJR者は459名(16.4#)であった｡皮内反応で陽

性を示したものは,全体で1780名, 63｡9%ではるか

に高い○仔虫陽性着でほ, 319名(94.8#),患者全体

では417名(90.8#)が反応陽性であるが,一方,仔

虫,症状共に認められない2337名からも1363名(58#)

に陽性反応が認められ,流行地では,仔虫も症状もな

い反応陽性者が多数存在することが知られるo

反応0)出方と仔虫検出率の関係を地区別に見ると,

日本内地の8つの集団でほ, 1876名の内フ115名(6.1

形)に仔虫が172名C9.2#)に患者が検出され∫　皮

内反応は911名(48.3#)が陽性反応を示したo　こま

かく見ると,長l軌県立五島の崎山(556名)ではL仔

虫検出率13.8#,反応陽性率6日.3#,天草の御所浦

嵐口(179名)ではT.8#に仔虫を見出し, 68.2#が陽

性反応をaした伊長崎o)黒崎(62名)では夫々　6.5

Total

4

15

3

2

4

%>　54.8#,盟崎中学(127名) 5.5#, 43.3^,永[[J

(410名) 2.9#, 37J　　坂瀬川(280名) 0.4#,

J3.2‰　叉天草の御所浦樺の木(142名)では仔虫保

有者は認められなかったが,臨床症状を有する宕が,

9｡2#見出され, 49.3^が反応陽性であったs　御所浦

本郷(120名)では仔虫,症状共に検出されなかった

が, 27.5^の反応陽性者が認められた｡

沖縄では6つの集団920名を調べたが, 222名(24.1

形)に仔虫を, 269名(29.2^)に患者を見出し, 869

名　94.5^の高率に反応陽性者を得た｡

集団別に見ると,城辺中学(108名)仔虫保有者33｡3

%,反応陽性者100#,宮古水産高校(100名)夫々

28｡O%, 100#,和衷部落(168名) 23.2^, 92｡9#,

福西部落(291名) 22.4#, 93.｣ ‥島尻部落(187名)

21.9#, 89.3^,宮古高校(66名) 19,7%, 98 9/め

成績を得た○

これによると,皮内反応陽性率は仔虫陽性率と比べ

るとはるかに高率であるが,両者は略併行の関係が認

められる｡一般に沖縄宮古のように2o%を越す發窪地

ではきわめて高い反応陽性率がみられる｡党陽性反応

a)強さを4-6mm (+), 7-9mm(十｢). 10mm以上

(W)の3段階にわけて観察すると,浸控庶0)高いと
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Table3

Correlation between post如e rate of the　抽radermal占est and

incifff.nr.p. of m£c.rnfiln.Tifi nfirrip.rx a.拍d　力at王finf.x in p.nd&mic areas

ころ程,反応の強いものが増加している.

(2)反応の大きさと仔虫及び症状検出率

崎Ll｣,黒崎の二つの集団745名を材料として,腫脹

差の大きさから仔虫保有者或いほ患者が発見される頻

度をみると, 3mm以下の陰性群286名の中にも仔虫

陽性者2.7乳　患者4.｣が発見されるがその率は低

い　4-6mm(+)の161名では尭*, 3.3%, 13.0

7-9mm (≠)では19.7#, 29.9#と増加し,

10mm以上の強陽性群151名では　23,｣　34.4#に

仔虫又は症状が発見され,腫脹差の大きいもの程検出

率が高いことを物語っている. (Table 4)
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Table 4

Frequ印Cγ of the pati醐s inclnd孟拘留FT3孟crofilaria carr孟ers detected in

the group showiフ>,g differe舶int-s'ty of the intradermal reaction.

L"I｢=｢ニGIT｢三三〒≡芋〒-｢｢TT｣I-｢

≡ed工二工=学学学"]｣｢1｢7

8(1

0(1三軍84子

(3)反応陽性馨の仔虫の陽転

糸状虫症流行地でe,仔虫,症状共に見出されない

群からも可成りの高率に反応陽性者が認められる｡そ

こで仔虫陽性率22.5^を示す沖縄宮古の城辺地区の集

団でク　葉虫法を行ない)仔虫,臨床症状共に陰性であ

ることを確認した皮内反応陽性者166名を, 10カ月後

に再び検血を行ない,仔虫陽転の有無を調べた｡全体

としてみると, 6%に当る10名に新しく仔虫が検出さ

れた｡仔虫が陽転したものゝ反応の大きさをみると,

1O名中9名(90#)は10mm以上の蘇陽性着で占め

られ,年令はすべて3O才以下の若い年令層であった号

(Table 5)

Tab且e5

Newlγ changed to positive for microfilar豆a in the persons se耶itive

紬FPT antigerるin the r&exami花ation 10 monthes later･

-t~ー-‥rW一~~-~｢｢I｢:｢‡三三-I:二二二章二二｢-:-｢t

Gus

Mn

Gus

Dia吉るku

ko

ku

etf

｢ibc

.I

ib(

er表ig

-c

oJ

｢Idd

wh吉eるl｢SCh(

>K

ll｣吉吉ol

-ge13

-ge16

es)9r

l｡i｢q-i軍47

31

78

66

1｡｡22

61*

9｣｢46

7]

9｢;S7

･Fota1166IIO6.0

*9mmofwhealdiameter

(埠)補体結合反応との関係

更に本反応の特異性を検討するために糸状虫症患者

および流行地住民合計256名に皮内反応と同時に補体

結合反応を行い,両反応0)出かたを比較したs

補体結合反応は,犬糸状虫成虫生理的食塩水抽出液

(1000x)を抗原とし,緒方法に準じて行なったo　党

づ, 5倍稀釈血清についで判定し,陽性血清では定見

反応を行なって抗体価を求めた｡

仔虫又は症状があり感染が明らかな患者群161名で

は,皮内反応は148名91.9#に,補体結合反応は126名

78.3^に陽性で,陽性率に於いては前者がやゝまさっ

ている○　そのうちで両反応が一一致して陽性のものほ

119名(73.9^),皮内反応又は補体結合反応のどちら

か--つが,陽性のものが夫々, 29名(18.0^　　　孝3
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(4.3#)にみられる.一方両反応共に陰性のものが

6名(3.7^)に発見される○ (Table 6)

流行地で得た仔虫,症状のない皮内反応のみ陽性の

もの95名でも, 7了.9%に当る74名に補体結合反応が陽

性で,同様に抗体産生が証明された. (Table 7)

全体としてみると243名の皮内反応陽性者の79.4#

に補体結合反応による特異抗体が証明され高い一致率

がみられる.

これを腫脹差の大きさから補体結合反応の陽性率,

抗体価との関係をみると,仔虫や症状がありながら皮

内反応の出ない(0-3mm) 13名では陽性率が53.8%

で補体拒食反応でも陰性のものが多い.叉陽性に出る

Table6

Corre如io指between如radermaltest(FPT}and

complementJixatioフ吉test(CFT)i｢nv.jil'.rial

patieフits.

二｢___｢ヒ｢=･ニI-I-.十∴
F去cFT

T｣･∃
I-_十(子｢_)2≡_号1三8(91.9)

3

盲126(78.3)35皇161

1i
Table7

Complement fixatioj,るtest i指the persons showing positive

for intradermal test　乃endemic areas.

二T｢｢｢｢｢二･｢｢_一丁-_~｣弓iii==--~二二_∴｢∴=一二二三=二二二｢--ー▲｢1一-1
Numberofpositive
forintradermaltestiNumberofpositive
forCFtestPercent

patient

with｡u…manifestati｡n…58喜1三98

47::≡
---..---_･-T-I･.___._.__･-･---~~~~..~･-･~.･I･■■■■--~■~~■~■■･I-II--~~･-■~~~■■■■

Tota124319379.4

Table8

fCamparis州ofintensityoftheintradermalreactioi吉

andcomplementj｢locationtest

∴｢=一丁=∴二ニーニーーー｢｢ニ
1Number�"'Antib｡dytitleぎ

＼of
cases;(-)!5×う10×t20×i4OxCFtest(+)#

10

7

4｡士十萱;(三軍9)

2)

2)17(

ll(

6(

3(羊2,

6,,

3.

3.軍書Lit…子妄言買手=o4三を…葺妄言萱.9)

.4)

.7)盲…1(

3(

5(

K芋萱_I_冒)1

))享冒…90

73

56

53手写);

Total256≧56375915450阜200(78.1)ものでもその抗体価は低く,血清稀釈倍数で5倍(23.0

#) 10倍(15.4#)が大半を占め, 20倍以上のものは

僅か15.4#を示すに過ぎないD

4-6mrn群(44名)では36.｣　　7-9mm群(67

名) 73.¥%と補体結合反応陽性率は皮[]N反応の碑さと

i七に漸次｢J｢し, 10mm　以上0)新陽性群(132^フT)で

は実に90.2^cD高率に--一致する.

抗体価もこれと併行し,強陽性群では31例oQC^o,vが

40倍以上,34例25,｣が20倍を示し,価の高いも0)が

増加している｡

以上の様に皮内反応の出かたほ仔虫,症状の有無に

かゝわらず補体結合反応の成績とよく-一致し皮内反応

a)狙いもo)荏--l般に抗体摘も高い.愚老であっても皮

内反応陰性のものは抗体産生が少い｡(Table日)
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5o　総措藍考察

,i,:,｢ I'J)�"′こi'iu>ii*!o,∴ -　　卜.こ､ jし｢′｢､ ･lk'1'.,∫

頁自分軌　多糖体分画などが多く｣1-jいられ,:)が, l技

近石井(1961)は肺吸出のぺ-juダイドを分離し, i.｢:｣^l

異性を認めたと報告T--している｡二TAi都まフ　犬糸ニrj(田

(Dirofilaria immitis)成虫から, ll<村,森沢およ

び石井にならってぺプタイド介画を抽批精製して多

数の糸状虫症′敵者流行地住民に皮内反応を行いフそ

a)特葦副生について検討を行なったo

先づ抗原の至過渡度を知るために予備実験を行なっ

た結第l,特異反応を識別するに都合が良い濃度として

1.Or/0.01mlの抗原液を用いて反応を行い, 15分毅

a)示す膨疹o)肺賑差と発赤径を以って反応0)強さを表

わしたo

非流行地の一一般健康者を対照として仔虫陽性蕃に皮

,'u*!.こ､､ノ.;._. - :1_いともl'- ;J丈t･Lし′),r一｢し,ノ)-r&/K- --

'*　'Ml^xi'∴･∴ ､'.Ilトル′､y , Tv--'/'Iこ　､川l･l､､ Jil

点とする指数塑0)分布伸線をAKす付　これは別に行なっ

た生食水による非特異反応の曲線と全く　一致するo　こ

れに反し仔虫敵性群でははるかに反応0)大きな側に頂

点をもつiE規曲線を形作る｡これは前者0)反応とは発

く興質のもので特異反応を表わすものとみて差支えな

い向　こ0)両州線は腫脹差で3mmと4mmの乱　発

赤経で20mm未満の所で軌l布を作って交叉してい

る0)がみられるn　こ0)点を境として陽性,陰性を判定

すれば感染者が陽性域に)非感染者が陰性反応に含ま

れる率が最大になることを示している○交叉の谷が探

ければ深い臥　そ0)区別がはっきりした特異反応とし

て見わけることが出来るわけであるo寄生虫に用いた

同じ即時型皮内反応でもそ0)判定u)しかたは研究宕に

よって程々あるo例えば沢田(1962)は鈎虫0)反応で

帽脹伴9mm以上,横川(1955)は肺吸虫V.B.S.抗

原で腫脹差5mm以｢7二を陽性とし,石崎(1963)は抗

原の硬餌を関わず,膨疹9mm発赤20mmを限界と

しノて差支え-fJ｢いとしているc三粁itゥ場合ーーニ記U)度数77>

巾[il練から　-応陰性o_)限界剖耶長差4mm末軌雅*

20ra⊥n未満においてみると,什虫似性群cD>j<すWfr似

性率は94.日%,発議ミで臼9.3^とJJ｢り,迎に非感染者

が陽性を;｣(･す率は2.6#甘　6ヨ7%できわめて低く,感

染者u)大部分を把握出来るo ｢｢ih腫脹差と発赤1':吉-0)間

にほ僻措な相田々怖が認5])られるが,発赤は濃淡があ

り, I法漁灯し≡-ほ戊鳩′0)色が:H｢｣,. vA:めにしばLばそU)刺

先に阿柴任右横ずることがある0)で,陀脹差によって判

止す｣0)が廿里即N/Nと]長われるや　しかし乍ら, J捌良差

税

4mmを中心としてと3mmと5mmの間の反応には非

特異反応と構興反応とが粘在し,厳稗な意味ではいわ

I'''.'�"!.いM'こ-/,,､′ー∴/rMJ''':i{:-､')'j;ノ･

変えて更に検討を行う必要が残されているo

次に過去において用いられた粗抗原の場合にはとか

く矧r-｢頁｣頁応が開港とされて釆たD本抗原では症例は少

いが,--｣応他0)寄生虫0)感染やアレルギー性疾患とo)

間の反応はきわめて弱く,糸状虫0)感染者0)みに掛l

特異的反応を示すことが窺われる｡崎,本抗原0)材料

となった犬糸状虫は我が国でも分布が広く,たまたま

人体への寄生例の報告もあり,そ0)侵入0)可能性も所

定ほ出来ないので,それとの鑑別が重要な問題として

追究されねばならないe

従来の皮内反応の研究をみると,感染者と非感染者

とを比較してその特異性を論じているもの多くが,流

行地でO---般住民を材･料としてその信板軌特巽性を

検討したものは比較的少い｡こ0)意味で著者は口木内

地や沖縄の流行地で住民全員に什虫と症状を同時に調

べ皮内反応との関係を追究した○その結果をみると,

集団の示す反応陽性率や反応の強さば仔虫陽性率と筒

状具有率からみた慢径庭と共に増大し密接な併行関係

を示し,反応o)強いものゝ中に患者0)発見率も高い血

これは本反応の特異性を示しているが,反面付出も症

二ノミ7∴I･U';,'!;｢_二八ノ卜し'/I【1111�"�"∴)-',

多数発見される｡しかし非流行地の集団でははとんど

に陽性反応が見られないことを考え合わせると意味が

あるように思われる｡沖縄宮古の流行地でこれらの反

応患性巻を10カ月に亘り追究するとその6‰強陽性

者の10%に新しく仔虫の陽転して来るのが確認され

た｡このような仔虫も症状もない反応陽性都ま今まで

見逃されて米た備であるがこの中にはやがて仔虫が

陽転し新しい感染源となるものが含まれていることが

想像され疫学的にも重要な意義をもつものと云わねば

ならない○

更に皮内反応0)特対生を袈付けするために剛寺に行

なった補体結合反応0)j克蘇と比較するとき;btf)て高率

に･雑がみられ,そ0)陽性]jt帖ば仔虫舶加)有鮒こか

ゝわらず明らかに抗原抗体反応に韮くiF｣m｢<J<DTi/ル

_,-一-]丈'-t⊥-∴'/∴~∴､.'"J川てぃU'i./一�"'-~∴､(

表な意味での寄生の完成を試すも0)とは云えないが少

くとも糸状虫感染幼虫の侵入を認知する手段としては

大きな価値があるものと考える｡最近,多EJ,)¥憤

(1962)も党著者と同じぺブタイド抗原を用いて糸状

.!'�"-､.･.I一l,l∫い`､･′''f∴.:)トニー11�"/Hi'!-'＼一､

る｡
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てのようにみて来ると,この度犬糸状虫成虫より得

たFPT抗原は人糸状虫症に対しても特異性が高く,疏

行地に於ける陽性反応は糸状虫感染を示す公算が大で

ある.今後本皮内反応は糸状虫症の　Screening test

として又,疫学的調査の括標として作用価値があるも

のと考える｡

6,　摘　　　要

犬糸状虫成虫より抽出,精製したペプタイド抗原

(FPT抗原)を用いて皮内反応を行いその糸状虫感

染に対する特異性を検討した。

1)本反応は糸状虫感染者に特異的に強い反応を示

し, 1.0γ/0.01mlの皮内注射で15分後の膨疹の腫脹

差4mm以上を陽性と判定すると,仔虫陽性者では

94.8%の高い陽性率が得られた。

2)糸状虫以外の寄生虫症或いはアレルギー性疾患

との間の類属反応はほとんど認められない。

3)流行地では皮内反応陽性率は仔虫検出率よりは

るかに高いが,略その集団の浸淫度と併行関係を示し

濃厚浸淫地では反応が強いものが増加する。又反応の

強いもの程,仔虫及び症状の発見率が高い。

4)流行地でみられる仔虫も症状もない皮内反応陽

性者を10ヵ月に亘り検血をくりかえすと仔虫の陽転す

るものがあらわれる。しかもその率は10mm以上の

強陽性者に高率である。

5)補体結合反応は仔虫や症状の有無にかかわらず

実施者の78.1%において皮内反応の成績と一致し,皮

内反応の強いもの程抗体価も高い。

FPT抗原による陽性反応は糸状虫の侵入を示す公

節が大であり,本症の診断,疫学調査の指標として意

義が認められる。

稿を終るに臨み,御指導御校閲を賜った恩師片峰大

助教授に心より感謝の意を捧げる。抗原の作製に当り

御教示を仰いだ九大宮崎一郎教授に深甚な謝意を表し

又御協力を頂いた村上文也助教授はじめ教室の諸兄に

厚く御礼を申し上げる。
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Summary

A peptide antigen (FPT) was prepared from the adult of Dirofilaria immitis by Yamamura-
Morizawa's method which has been applied to the preparation of tuberculin peptide as shown

in Table 1. Antigen solution diluted with physiological saline solution to 1: 10,000 was

injected intradermally, just sufficient to arise a wheal of about 3.0mm diameter. Intensity

of the reaction was reflected by the increase of diameter of the wheal within 15 minutes

after injection.
Intradermal test was conducted on 541 microfilaria carriers and on 269 control individuals

who were considered free from filarial infection.

Distribution curve of diameter of wheal in the microfilaria carriers showed a normal curve

with the park in the larger side, about 9.0mm. In the control group, neverthless, it ranged

from 0 to 5.0mm showing the peak in the smallest side which resembled the reaction to saline

solution tested on the population of a endemic area. There was found a close corelation

between the increase of wheal and surrounding erythema.

The normal curve presented by microfilaria carriers was corresponded to the group

sensitized by specific antigenic substances. These two different curves crossed each other

at the point of about 4.0mm. Therefore, if the reaction exceeded 4.0mm increase of diameter

of wheal was regaded as positive, 94.8% of the microfilaria carriers fell in positive reaction.

Reactivity of skin to the antigen was never influenced by other helminth infection and allergic
diseases.

Positive rate of the intradermal test assumed usually an upward curve according to the
increase of microfilaria incidence in the population. In the endemic areas, positive reaction

was often seen among those who have neither microfilaria nor clinical symptoms. These
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positive reactions lacking filarial manifestation were also probably specific for filarial

infection, because the intradermal reaction and CF test using Dirofilaria immitis antigen

coincide with each other in 77.9% of those cases both tested.

From these results, it may be concluded that the intradermal reaction by FPT antigen is

specific for filarial infection and has a practical value for epidemiological survey in endemic

areas. (Auther)
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